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1) いわゆる「糸状核酸」について(コラーゲン
等の蛋白合成における分子生物学的意義〉
千大大学院大木 勲 
最近の核酸および蛋白質研究の進歩はめざまし
く，そのお蔭で，疾病の原因を分子レベルで説明し 
ょうとする分子病学が確立されようとしている。私
は肉芽組織，肝臓および後部絹糸腺より 5%SDS 
を作用させた後，フェノーJレ法で核酸を抽出する
と，大量の糸状の核酸を抽出することができた。こ
の核酸には RNAが DNAの数 10倍も含まれてい
て，これまでに報告されている核酸とはその性状お
よび形態を異にするため，かりに「糸状核酸」と名
付けた。この「糸状核酸」をメチノレ化アルブミンカ 
ラム，超遠心分析， C!4ー オロット酸の「糸状核酸」
へのとり込み実験， RNA部分の塩基組成の分析そ
の他の実験により，その性状を検討したが，さらに
C14ー アミノ酸を用いて，コラーゲン，アルブミン，
フィブロインの蛋白合成を行なってみると，各臓器 
より抽出した「糸状核酸」を添加することにより， 
2倍~数 10倍の蛋白合成が促進される結果を得た。
これらの実験より，この「糸状核酸」には蛋白合成
の情報を持った m-RNAが含まれ，生体内におい 
て核酸が存在するそのままに近い形で抽出した核酸
であると思われる。さらにこの「糸状核酸」を用い
ることにより，蛋白合成異常をきたす現在原因不明 
の疾患の解明に寄与するところ，大であると思って
いる。
2) 骨腫蕩の血清的研究(第1報〉
・ 千大大学院布施吉弘 
この 2年間における教室の骨原性肉腫患者 7例に
ついて，患者血清を血清学的方法にて検索した結
果，つぎ、のような結果を得た。
1.血清蛋自:全患者血清が正常値の 6.5"，，8.2 
mg/dlの範囲内にあった。 
2.漉紙電気泳動法: 正常人に比しアルブミンの
減少と α2一，sー グロブリンの増加が顕著であり，特 
に α2ー ク、、ロプリンにおいては巾拡く分布している。
3. Ouchter1ony法: 抗血清〈ザノレコーム・アル
コール抽出物免疫血清〉との反応において明らかに
正常人とは異なった沈降線を形成する。
4.免疫電気泳動法: α2-，s-グロプリンの位置
に正常人血清ではみられない異常沈降線の出現をみ
た。
3) 椎間板の生化学的研究(第4報〉
千大整形井上駿一，辻陽雄，
三橋稔
千大大学院村山憲太
当教室では 1958年来椎間板の生化学的研究が行
なわれてきたが，今回つぎの項目につき検討した。
検査対象は新鮮民体椎間板および手術的刷出椎間板
を線維輪，髄核に分けて用いた。 
研究項目: 1) Hydroxyproline量測定(Neuman-
Logan法)， 2) Hexosamine量測定 (Elson-乱1or-
gan法)， 3) Glucosamine-Galactosamine分離定 
量 (AmberliteIR 120-Column chromatography 
法)， 4)構成アミノ酸量測定 (AminoAcid Analy-
zer法〉。以上の結果， Collagen量は加令と共にわ
ずかに減少， Hexosamine量は 20才代を Peakと
して加令と共に著しい減少を示した。幼若時では
gala.は glu.に比して約 2倍量多いが， 40"，50才
代以降ではこの関係は逆転する。病的刷出椎間板で
は， Collagen量は正常椎間板より増加， Hexosa-
mine量は減少。 glu.は gala.に比し多い。胸椎部 
分椎間板は腰椎部分に比し Hexosamine量は多く，
Collagen量は腰椎部分に多く，この差は加令と共
に大になる。構成アミノ酸の測定では Try. Phe. 
が加令的に増加を示した。
